
15 荘園制をいかに教えるか

一
　
中
世
荘
園
の
形
成
（
寄
進
と
立
荘
）

新
課
程
の
教
科
書
で
も
、
寄
進
地
系
荘
園
の
説
明
を
す
る
際
、
肥
後
国

鹿
子
木
荘
の
史
料
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
が
荘
園
形
成
の

事
例
と
し
て
問
題
が
あ
る
こ
と
は
、
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
の
石

井
進
氏
が
指
摘
し
て
以
来
、
中
世
史
研
究
の
分
野
で
は
通
説
化
し
つ
つ
あ

る
。「
鹿
子
木
荘
事
書
」に
か
わ
る
他
の
事
例
は
な
い
の
か
。
近
年
の
研
究

成
果
を
踏
ま
え
二
つ
の
事
例
（
仁
和
寺
領
阿
波
国
篠
原
荘
、
伊
勢
神
宮
領

下
総
国
相
馬
御
厨
）
を
取
り
上
げ
る
。

（
一
）
資
料

1
　
篠
原
荘

【
史
料
1
】『
中
右
記
』
元
永
元
（
一
一
一
八
）
年
七
月
二
十
五
日
条

［
書
き
下
し
文
］

往お
う

年ね
ん

故こ

仁に
ん

和な

寺じ

（
宮
）
旧
き
ゅ
う

庄し
ょ
うた
る
に
依よ

り
、
院
い
ん
の
ち
ょ
う
庁
の
下く
だ
し文ぶ
みを
以も
っ

て
、

阿
波
国
中
に
立り
っ

庄し
ょ
うせ

ら
る
所
な
り
。
而し
か

る
に
加か

納の
う

千
町
ば
か
り
。
山

相あ
い

具ぐ

し
て
打
ち
籠こ

め
ら
る
る
由よ
し

、
国
司
訴
え
申
す
所と
こ
ろな
り
。
早
く
尋
た
ず
ね

沙さ

汰た

す
べ
き
な
り
。
件く
だ
んの

庄
は
故
（
藤
原
）
為た
め

房ふ
さ

朝あ
そ
ん臣

が
沙
汰
す
る

所
な
り
。
そ
の
時
は
四し
い

至し

を
問
わ
ず
、
偏ひ
と
えに
庄
へ
打
ち
入
る
所
か
。

是こ
れ

前
雑ぞ
う

色し
き

の
実さ
ね

俊と
し

の
沙
汰
な
り
者て
え
り。

申
し
て
云い

わ
く
、
先ま

ず
実
俊
を

召め

し
問
う
べ
く
候
そ
う
ろ
うな
り
。

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

は
じ
め
に

近
年
、
日
本
中
世
史
研
究
は
大
い
に
進
展
し
、
そ
の
研
究
状
況
や
成
果

が
教
科
書
に
も
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、「
中
世
」
の
始

ま
り
を
「
院
政
の
成
立
」
も
し
く
は
「
荘
園
公
領
制
」
と
す
る
教
科
書
が

多
く
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
近
年
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
、「
荘
園
制
は
い
か
に
教
材

化
で
き
る
の
か
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
中
世
の
社
会
の

し
く
み
で
あ
る
荘
園
制
を
ど
の
よ
う
な
資
料
（
古
文
書
や
絵
図
等
）
を
用

い
た
ら
、
生
徒
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
の
か
、
そ
の
試
案
を
示
し

て
み
た
い
。
ま
ず
資
料
を
提
示
し
、
次
に
そ
の
資
料
を
授
業
で
ど
の
よ
う

に
扱
う
の
か
「
教
材
化
の
視
点
」
を
述
べ
る
。

（
1
）

（
2
）

◉
教
室
レ
ポ
ー
ト
◉

荘
園
制
を
い
か
に
教
え
る
か

─
荘
園
公
領
制
の
教
材
化
試
案

─
日髙勝博
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［
現
代
語
訳
］

先
に
亡
く
な
っ
た
仁に
ん

和な

寺じ
の

宮み
や

（
覚か
く

法ほ
う

法ほ
っ

親し
ん

王の
う

）
の
旧
荘
園
で
あ
り
、

（
白
河
上
皇
の
）
院
庁
下
文
に
よ
っ
て
阿
波
国
に
立
荘
さ
れ
た
の
で

あ
る
。（
立
荘
さ
れ
た
時
に
）
国
衙
領
千
町
を
加
納
田
と
し
山
も
と

も
に
荘
園
に
加
え
た
こ
と
を
国
司
が
訴
え
て
き
た
。
早
く
調
査
を
行

っ
て
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
荘
園
（
阿
波
国
篠し
の

原は
ら
の

荘し
ょ
う）

は
、

（
白
河
上
皇
の
院
司
で
）
故
藤
原
為
房
が
立
荘
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。

そ
の
時
は
、
荘
園
の
四
至
（
東
西
南
北
の
境
界
）
と
関
係
な
く
、
た

だ
荘
園
内
に
立
ち
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
雑
色
の
実

俊
の
沙
汰
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
ま
ず
実
俊
を
召
し
て
問
う
べ
き
で

あ
る
。

【
史
料
2
】『
中
右
記
』
元
永
元
年
八
月
十
一
日
条

［
書
き
下
し
文
］

去さ

る
天
永
元
年
九
月
院
庁
下
文
に
依
り
立
て
ら
る
る
の
時
、
威い

儀ぎ

師し

顕け
ん

俊し
ゅ
んの
沙
汰
な
り
。
仍よ

っ
て
子し

細さ
い

は
知
ら
ず
。

［
現
代
語
訳
］

去
る
天
永
元
（
一
一
一
〇
）
年
九
月
の
院
庁
下
文
に
よ
っ
て
立
荘
さ

れ
た
時
は
、
威
儀
師
顕
俊
の
沙
汰
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
詳
細
は

わ
か
ら
な
い
。

【
史
料
3
】『
中
右
記
』
元
永
元
年
九
月
一
日
条

［
書
き
下
し
文
］

件
の
庄
し
ょ
う

券け
ん

彼か

の
国く
に

人び
と

の
許も
と

に
尋
ね
取
る
所
な
り
。
本も
と

冷れ
い

泉ぜ
い

院
の
免め
ん

田で
ん

十
一
町
、
四
至
を
指さ

さ
ず
。
而
る
に
次し

第だ
い

に
伝
領
し
て
、
二
条
関
白

に
寄よ

せ
る
の
時
、
三
十
七
町
に
成な

る
の
後の
ち

は
、
代
々
国
司
三
十
七
丁

に
依
り
免め
ん

じ
来き

た
る
な
り
。
当
時
仁
和
寺
宮
の
御ご

領り
ょ
う

桂
（
勝か
つ

浦う
ら

）

郡
の
四
至
を
注
し
載
せ
、
田
畠
山
野
千
五
六
百
町
を
押
し
入
ら
る
る

な
り
。
前
司
の
（
藤
原
）
忠た
だ

長な
が

が
任
の
時
、
入
れ
ら
る
な
り
。
そ
の

前
及
び
前
々
司
忠
邦
の
任
、
公
田
た
る
に
依
り
、
官か
ん

物も
つ

を
国
司
に
弁べ
ん

済さ
い

す
る
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

か
の
荘
園
の
立り
っ

券け
ん

に
つ
い
て
は
、
阿
波
国
の
関
係
者
に
調
査
を
行
っ

た
。（
篠
原
荘
は
）
も
と
は
冷
泉
院
領
の
免
田
十
一
町
で
四
至
は
示

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
の
ち
、
伝
領
さ
れ
て
所
領
が
関
白
藤
原

教の
り

通み
ち

に
寄
進
さ
れ
、
三
十
七
町
と
な
っ
た
。
そ
の
後
代
々
の
阿
波
国

司
は
三
十
七
町
に
基
づ
い
て
年
貢
を
免
除
し
て
き
た
。
当
時
（
天
永

元
年
）
は
、
仁
和
寺
宮
領
と
し
て
勝
浦
郡
内
に
四
至
が
記
載
さ
れ
、

田
畠
山
野
一
五
〇
〇
～
一
六
〇
〇
町
が
押
し
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
前

の
国
司
藤
原
忠
長
の
在
任
の
時
押
し
入
れ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
前
及
び
前
々
の
国
司
（
藤
原
）
邦
忠
が
在
任
の
時
、
公
田
（
公

領
）
で
あ
っ
た
の
で
、
官
物
は
国
司
に
弁
済
し
て
い
た
。
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2
　
相
馬
御
厨

【
史
料
4
】�

大
治
五
（
一
一
三
〇
）
年
六
月
十
一
日
下
総
権
介
平
経
繁

私
領
寄
進
状
案
（『
平
安
遺
文
』
二
一
六
一
号
）

［
書
き
下
し
文
］

正
六
位
上
行
下し
も

総う
さ
の

権ご
ん
の

介す
け

平
た
い
ら
の

朝あ
そ
ん臣
経つ
ね

繁し
げ

解げ

し
申
す
。
私
領
地
一
処

を
寄
進
す
る
の
事

下
総
国
相そ
う

馬ま

郡ぐ
ん

布ふ

施せ

郷ご
う

に
在
り
て
て
へ
り
。

四
至
東
を
限
る
蚊
虻
境
、
南
を
限
る
志
子
多
谷
な
ら
び
に
手
下
水
海
、
西
を

限
る
廻
谷
な
ら
び
に
東
大
路
、
北
を
限
る
小
阿
高
な
ら
び
に
衣
河
流

右
件
の
地
、
経
繁
の
相
伝
の
私
地
な
り
。
進し
ん

退た
い

領り
ょ
う

掌し
ょ
うあ

え
て
他
の

妨
げ
な
し
。
爰こ
こ

に
神
威
を
募
ら
ん
が
た
め
、
傍ぼ
う

例れ
い

に
任
せ
永
く
伊
勢

皇
大
神
宮
に
寄
進
す
る
と
こ
ろ
件
の
如ご
と

し
。
但
し
、
権
ご
ん
の

禰ね

宜ぎ

荒あ
ら

木き

田だ

神し
ん

主し
ゅ

延の
ぶ

明あ
き

を
口く

入に
ゅ
う

神
主
と
な
し
、
供く

祭さ
い

物も
つ

に
お
い
て
は
、
毎
年
、

田
畠
地
利
の
上
分
な
ら
び
に
土
産
の
鮭
等
を
も
っ
て
備
進
せ
し
む
べ

し
。
下げ

司し

の
職し
き

に
至
り
て
は
、
経
繁
の
子
孫
を
以
て
相
違
な
く
相
伝

せ
し
む
べ
き
な
り
。
よ
っ
て
事
の
状さ
ま

を
勒ろ
く

し
も
っ
て
解
す
。

大
治
五
年
六
月
十
一
日　

正
六
位
上
行
下
総
権
介
平
朝
臣
経
繁

判寄
文
に
つ
い
て
案
内
を
検
ず
る
に
、
私
地
を
以
て
神
宮
に
貢
進
し
、

供
祭
の
勤
を
致
す
。
先せ
ん

蹤し
ょ
う

多
く
存
す
。
然し
か

ら
ば
則す
な
わ
ち
起き

請し
ょ
うの
旨
に

任
せ
、
御み

厨く
り
やと
な
し
、
毎
年
の
田
畠
地
利
の
上
分
な
ら
び
に
土
産
物

等
を
以
て
、
供
祭
の
御お
ん

贄に
え

に
備
進
せ
し
む
べ
き
の
状
、
件
の
如
し
。

寄
文
参
通
の
内
、
一
通
は
宮
庁
に
留
め
、
二
通
は
領
主
な
ら
び
に
口

入
神
主
等
に
之
を
返
す
。

禰
宜
従
四
位
下
荒
木
田
神
主
（
花
押
影
）　

元
親

［
現
代
語
訳
］

正
六
位
上
の
下
総
国
の
権
介
（
国
司
）
平
経
繁
が
私
領
地
の
一
箇
所

を
寄
進
す
る
こ
と
を
謹
ん
で
申
し
上
げ
る
。

下
総
国
相
馬
郡
布
施
郷
に
あ
る
。

東
西
南
北
の
境
界
、
東
は
蚊こ
う

虻も
ろ

と
の
堺
、
南
は
志ひ

子こ

多た

谷だ
に

や
手て

下が

水み
ず

海う
み

、
西
は
廻
め
ぐ
り

谷た
に

や
東
大
路
、
北
は
小こ

阿あ

高た
か

や
衣き
ぬ

河が
わ

流な
が
れ

右
の
荘
園
は
、
平
経
繁
が
代
々
相
続
し
て
き
た
私
領
で
あ
る
。
土

地
の
支
配
権
に
お
い
て
は
、
他
か
ら
の
妨
げ
は
な
い
が
、
神
威
の
保

護
を
受
け
る
た
め
に
、
例
の
よ
う
に
永
久
に
伊
勢
皇
太
神
宮
に
寄
進

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
権
禰
宜
の
荒
木
田
延
明
を
口
入
神

主
と
し
て
供
祭
物
（
年
貢
・
公
事
）
は
毎
年
、
田
畠
の
収
穫
物
と
地

元
の
産
物
で
あ
る
鮭
な
ど
を
納
め
る
。
下
司
職
に
つ
い
て
は
、
経
繁

の
子
孫
が
間
違
い
な
く
相
続
す
る
も
の
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
実
情

を
こ
の
よ
う
に
記
し
、
申
し
上
げ
る
。

大
治
五
年
六
月
十
一
日
正
六
位
上
行
下
総
権
介
平
朝
臣
経
繁

判寄
進
状
に
つ
い
て
内
容
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
私
領
を
神
宮
に
寄
進

し
て
、
供
祭
の
勤
め
を
果
た
す
こ
と
に
は
前
例
が
多
い
。
し
た
が
っ
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て
、
寄
進
状
の
と
お
り
（
伊
勢
皇
太
神
宮
の
）
御
厨
と
し
て
、
毎
年

の
田
畠
の
収
穫
物
な
ら
び
に
地
元
の
産
物
等
を
供
祭
の
御
贄
と
し
て

進
上
す
る
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
に
記
す
。

寄
進
状
三
通
の
中
で
、
一
通
は
（
伊
勢
神
）
宮
庁
に
置
き
、
残
り
二

通
は
領
主
と
口
入
神
主
等
に
返
す
。

禰
宜
従
四
位
下
荒
木
田
神
主
（
花
押
影
）　

元
親

（
二
）
教
材
化
の
視
点

と
威
儀
師
顕
俊
の
働
き
に
よ
っ
て
白
河
院
庁
下
文
を
獲
得
し
、
篠
原
荘
を

郡
全
体
に
わ
た
る
広
大
な
荘
園
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

こ
の
篠
原
荘
の
事
例
か
ら
、
生
徒
に
中
世
荘
園
（
領
域
型
荘
園
）
の
形

成
過
程
を
考
察
さ
せ
た
い
。「
な
ぜ
、
わ
ず
か
な
土
地
の
寄
進
で
も
立
荘

に
よ
っ
て
広
大
な
規
模
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
発
問
し
、
生
徒

に
摂
関
家
・
仁
和
寺
の
力
や
院
の
権
力
な
ど
の
答
え
を
引
き
出
し
た
い
。

ま
た
、「
荘
園
が
形
成
さ
れ
る
前
後
で
荘
園
の
構
造
や
規
模
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
る
の
か
」
と
発
問
し
、「
三
十
七
町
」「
千
五
六
百
町
」
等

の
荘
園
の
規
模
を
表
す
数
字
に

着
目
さ
せ
、
寄
進
さ
れ
た
時
は

わ
ず
か
な
土
地
で
も
、
立
荘
に

よ
っ
て
広
大
な
規
模
の
荘
園
に

な
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
よ
う

に
す
る
。

2
　
相
馬
御
厨

史
料
4
は
、
大
治
五
年
六
月

に
下
総
権
介
平
経
繁
（
常
重
）

が
相
伝
の
私
領
で
あ
る
下
総
国

相
馬
郡
布
施
郷
を
伊
勢
皇
大
神

宮
（
内
宮
）
に
寄
進
し
た
際
の

寄
進
状
で
あ
る
。
相
馬
御
厨
は
、

1
　
篠
原
荘

篠
原
荘
の
資
料
は
、
立
荘
そ
の
も

の
の
記
事
で
は
な
い
が
、
の
ち
に
起

き
た
相
論
の
記
事
が
『
中
右
記
』
に

出
て
お
り
、
立
荘
の
経
過
を
た
ど
る

こ
と
が
で
き
る
。

史
料
1
～
3
に
よ
れ
ば
、
篠
原
荘

は
も
と
は
冷
泉
院
領
十
一
町
で
あ
っ

た
が
、
一
一
世
紀
後
半
関
白
藤
原
教

通
に
寄
進
さ
れ
三
十
七
町
の
荘
園
と

な
る
。
そ
の
後
教
通
は
こ
の
地
を
仁

和
寺
に
寄
進
し
た
。
仁
和
寺
は
、
天

永
元
年
、
白
河
院
の
院
司
藤
原
為
房

図1　荘園の事例（篠原荘の事例）

仁和寺領阿波国篠原荘

11 町　→　37 町　→　1500 〜 1600 町

関白　藤原教通

篠　原　荘

冷 泉 院 仁　和　寺 1100
立荘

1066寄進

図2　荘園の形成（相馬御厨の事例）

伊勢神宮領下総国相馬（布施）御厨
〔本家〕　伊勢内宮（実質は一禰宜）

〔領家〕　荒木田延明（口入神主）

〔下司〕　平経繁（常重）房総平氏　相馬郡司
（荘官）

1130　寄進

1130　寄進 保護（下司職に任命）

「布施御厨」立荘
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平
良
文
（
将
門
の
叔
父
）
が
獲
得
し
た
所
領
と
さ
れ
、
以
後
平
良
文
流
の

平
氏
が
伝
領
し
、
平
（
千
葉
）
常
重
が
相
馬
郡
の
知
行
権
を
得
た
の
は
大

治
元
年
と
さ
れ
る
（『
国
史
大
辞
典
』）。「
御
厨
」
は
天
皇
家
や
摂
関
家
・

伊
勢
神
宮
等
へ
供
御
と
し
て
魚
介
類
を
納
め
る
土
地
の
こ
と
で
あ
り
、
荘

園
と
同
様
な
性
格
を
も
つ
。
日
付
の
後
の
「
判
」
以
下
の
部
分
に
常
重
の

寄
進
を
伊
勢
内
宮
が
正
式
に
認
め
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

生
徒
に
「
平
常
重
の
名
前
か
ら
思
い
浮
か
ぶ
平
氏
の
人
物
は
い
る
か
」

と
発
問
し
、
平
忠
常
の
乱
以
後
も
平
氏
が
下
総
な
ど
の
在
地
に
根
を
は
っ

て
い
た
こ
と
に
気
付
か
せ
る
こ
と
で
、
荘
園
支
配
と
武
士
団
の
成
長
を
連

関
さ
せ
る
視
点
を
い
れ
る
。
ま
た
、「
伊
勢
神
宮
に
納
め
ら
れ
て
い
る
も

の
は
何
か
」
と
発
問
し
、
供
祭
物
（
年
貢
・
公
事
）
は
「
田
畠
地
利
の
上

分
な
ら
び
に
土
産
の
鮭
等
」
で
あ
り
、
米
以
外
も
鮭
（
魚
）
が
み
ら
れ
下

総
国
（
千
葉
県
）
の
地
理
的
特
色
に
も
気
付
か
せ
る
。

二
　
中
世
荘
園
村
落
の
様
相

歴
史
学
で
は
、
長
く
古
文
書
や
日
記
な
ど
の
文
献
資
料
を
用
い
た
実
証

的
な
研
究
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
近
年
の
中
世
史
研

究
で
は
絵
図
や
絵
巻
物
な
ど
の
絵
画
資
料
も
活
用
し
な
が
ら
、
多
面
的
多

角
的
に
歴
史
像
を
構
築
す
る
動
き
も
活
発
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
中
世
荘

園
、
つ
ま
り
中
世
村
落
の
具
体
相
に
つ
い
て
絵
画
資
料
を
用
い
て
生
徒
に

探
求
さ
せ
る
。
取
り
上
げ
る
資
料
は
、
二
つ
の
荘
園
絵
図
で
あ
る
。

（
8
）

（
9
）

（
一
）
資
料

図3　紀伊国桛田荘絵図（神護寺蔵）

図4　薩摩国日置北郷下地中分絵図（東京大学史料編纂所蔵模写）
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ま
ず
、
周
囲
に
あ
る
五
つ
の
黒
点
を
生
徒
に
マ
ー
ク
さ
せ
、
荘
園
の
境

界
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
次
に
、
道
、
川
、
耕
地
（
田
）、
家
、

寺
社
な
ど
を
色
鉛
筆
で
塗
り
分
け
作
業
を
行
い
、
荘
園
の
景
観
を
具
体
化

し
て
み
る
。「
な
ぜ
、
八
幡
宮
と
堂
（
寺
）
は
隣
り
合
っ
て
い
る
の
か
」

と
発
問
し
、
神
仏
習
合
に
気
付
か
せ
、
別
当
寺
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

さ
ら
に
、
絵
図
の
中
の
文
字
に
注
目
さ
せ
、「
文
字
の
向
き
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
」
と
発
問
し
、
方
位
（
東
西
南
北
）
の
文
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ

絵
図
の
中
心
に
向
か
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
他
の
文
字
は
、
東
西
南

北
そ
れ
ぞ
れ
四
方
向
を
上
に
す
る
、
四
通
り
の
書
き
方
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
か
せ
る
。
ま
た
、「
山
並
み
や
家
な
ど
の
描
き
方
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
」
と
発
問
し
、
一
方
向
か
ら
で
は
な
く
、
東
西
南
北
の
四
方
向

か
ら
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。
ま
と
め
と
し
て
、

荘
園
は
中
世
の
人
々
の
生
活
空
間
で
あ
り
、
荘
園
絵
図
に
描
か
れ
た
も
の

は
中
世
社
会
を
考
え
る
様
々
な
材
料
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
に
触
れ
る
。

図
4
の
日ひ

置お
き

北ほ
く

郷ご
う

は
、
現
在
の
鹿
児
島
県
日
置
市
日
吉
町
に
所
在
し
た
、

西
側
は
東
シ
ナ
海
に
面
し
た
荘
園
で
あ
る
。
領
家
の
一
乗
院
（
奈
良
興
福

寺
）
と
地
頭
の
島
津
氏
と
の
間
で
長
い
間
支
配
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
が
く
り

返
さ
れ
て
き
た
。
元
亨
四
（
一
三
二
四
）
年
に
は
和
与
が
成
立
し
、
下
地

中
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
。
グ
ル
ー
プ

学
習
で
の
絵
図
読
み
解
き
作
業
で
は
、
ま
ず
赤
の
色
鉛
筆
で
中
分
線
を
引

か
せ
る
。
次
に
、
水
田
は
緑
、
川
は
青
と
色
鉛
筆
で
塗
り
分
け
作
業
を
行

（
11
）

（
二
）
教
材
化
の
視
点

荘
園
絵
図
の
絵
画
資
料
を
用
い
る
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
は
中
世
荘
園

（
領
域
型
荘
園
）
の
景
観
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
取
り
上
げ

た
二
つ
の
絵
図
は
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
教
科
書
や
図
説
資
料
集
に
図

版
が
記
載
さ
れ
る
著
名
な
も
の
で
あ
る
。
教
材
化
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ

ら
の
資
料
を
既
習
知
識
を
確
認
す
る
だ
け
に
用
い
る
の
で
は
な
く
、
資
料

を
読
み
解
く
中
か
ら
得
た
情
報
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
こ
か
ら
わ
か
る
歴
史

的
事
象
が
歴
史
の
展
開
に
ど
う
位
置
付
く
の
か
を
生
徒
に
考
え
さ
せ
、
解

釈
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

桛
田
荘
は
、
紀
伊
国
の
紀
ノ
川
北
岸
に
位
置
し
た
荘
園
で
あ
る
。
成
立

の
事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
後
白
河
上
皇
か
ら
寿
永
二
（
一
一
八

三
）
年
に
神
護
寺
へ
寄
進
さ
れ
、
神
護
寺
領
と
し
て
立
券
さ
れ
た
。
翌
年

元
暦
元
（
一
一
八
四
）
年
に
立
券
状
が
作
成
さ
れ
、
図
3
の
絵
図
は
同
時

期
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

生
徒
た
ち
に
資
料
を
見
せ
て
、「
こ
の
絵
図
を
見
て
気
付
く
こ
と
、
わ

か
る
こ
と
は
何
か
」
と
発
問
し
資
料
を
じ
っ
く
り
読
み
取
ら
せ
る
。
そ
の

際
、
個
別
学
習
だ
け
で
な
く
学
習
形
態
も
工
夫
し
て
、
グ
ル
ー
プ
学
習
も

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
力
や
多
角
的
に
も
の
を
考

え
る
力
も
育
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
読
み
取
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
情
報
」、
つ
ま
り
絵
図
の
作
者
は
何
に
注
目
し
て

書
い
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
10
）
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い
荘
園
の
景
観
を
具
体
化
し
て
み
る
。「
な
ぜ
三
宮
（
神
社
）
と
千
手
堂

（
寺
）
は
隣
り
合
っ
て
い
る
の
か
」
と
発
問
し
、
神
仏
一
体
に
な
っ
て
荘

園
を
守
る
こ
と
の
意
味
や
神
仏
習
合
に
気
付
か
せ
る
。「
下
地
中
分
後
に

領
家
政
所
は
地
頭
方
と
領
家
方
ど
ち
ら
の
支
配
に
な
っ
て
い
る
か
」
と
発

問
し
、
地
頭
方
の
支
配
下
に
入
り
、
絵
図
か
ら
も
武
家
勢
力
が
伸
張
し
た

こ
と
に
気
付
か
せ
る
。

さ
ら
に
、「
地
頭
請
所
と
下
地
中
分
で
は
ど
ち
ら
の
方
が
武
士
に
有
利

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
発
問
し
、
下
地
中
分
で
領
家
方
も
支
配
を
再

編
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
気
付
か
せ
た
い
。

以
上
、
荘
園
公
領
制
の
教
材
化
に
つ
い
て
、
中
世
荘
園
の
形
成
と
荘
園

村
落
の
様
相
を
中
心
に
試
案
を
提
示
し
た
。
そ
の
際
、
公
家
の
日
記
や
古

文
書
（
寄
進
状
）
な
ど
の
文
献
資
料
、
荘
園
絵
図
な
ど
の
絵
画
資
料
を
取

り
上
げ
た
。
文
献
資
料
を
用
い
て
荘
園
の
成
立
や
領
有
、
構
造
を
説
明
す

る
場
合
は
、
書
き
下
し
文
と
現
代
語
訳
を
提
示
し
、
土
地
の
権
利
関
係
を

模
式
図
で
示
し
た
。
ま
た
、
荘
園
村
落
の
様
相
を
荘
園
絵
図
を
用
い
る
こ

と
で
、
多
面
的
で
多
角
的
に
考
察
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

「
荘
園
制
は
い
か
に
教
材
化
で
き
る
の
か
」、
そ
し
て
「
歴
史
的
思
考
を

ど
の
よ
う
に
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
課
題
を
設
定
し
、

歴
史
学
の
成
果
に
依
拠
し
た
荘
園
制
の
日
本
史
授
業
に
お
け
る
教
材
開
発

に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
近
年
の
中
世
史
研
究
の
進
展
に
と
も
な
い
、「
寄
進
地
系

荘
園
」
の
説
明
と
し
て
鹿
子
木
荘
の
史
料
（「
鹿
子
木
荘
事
書
」）
に
か
わ

る
別
の
資
料
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
資
料
は
、
荘
園

が
存
在
し
た
時
代
と
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
る
。
さ

ら
に
荘
園
絵
図
な
ど
の
絵
画
資
料
も
活
用
す
る
こ
と
で
、
立
荘
の
あ
り
方

や
領
域
型
荘
園
の
形
成
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

荘
園
公
領
制
の
教
材
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
実
践
が
積
み

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
地
域
資
料
の
教
材
化
を
進
め
、
授
業
実
践
を

続
け
て
い
き
た
い
。

（
13
）

図5　学習プリント
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註（1
）�　

日
本
史
B
の
新
課
程
教
科
書
（
山
川
出
版
社
三
冊
、
東
京
書
籍
一

冊
、
実
教
出
版
二
冊
）
を
見
る
と
、
六
冊
中
五
冊
ま
で
が
中
世
の
始

ま
り
が
「
院
政
」
ま
た
は
「
荘
園
公
領
制
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）�　

荘
園
制
、
荘
園
公
領
制
に
関
す
る
最
近
の
主
な
論
考
に
川
端
新

『
荘
園
制
成
立
史
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）、
高
橋

一
樹
『
中
世
荘
園
制
と
鎌
倉
幕
府
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）、
鎌

倉
佐
保
『
日
本
中
世
荘
園
制
成
立
史
論
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）

な
ど
が
あ
る
。

（
3
）�　

前
掲
註
（
1
）
の
新
課
程
教
科
書
六
冊
中
五
冊
で
荘
園
の
寄
進
の

事
例
と
し
て
鹿
子
木
荘
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）�　

石
井
進
「『
鹿
子
木
荘
事
書
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
世
を

考
え
る
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
一
九
七
〇
年
）、
同

「
荘
園
の
領
有
体
系
」（
網
野
善
彦
ほ
か
編
『
講
座
日
本
荘
園
史
2　

荘
園
の
成
立
と
領
有
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）。

（
5
）�　

東
寺
百
合
文
書
、
し
函
三
〇
九
号
。

（
6
）�　

篠
原
荘
は
、
京
都
の
真
言
宗
仁
和
寺
の
所
領
で
あ
る
。
治
暦
二

（
一
〇
六
六
）
年
五
月
に
関
白
藤
原
教
通
か
ら
仁
和
寺
に
施
入
さ
れ

て
い
る
（
瀬
野
精
一
郎
編
『
荘
園
史
大
事
典
』〈
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
三
年
〉）。
篠
原
荘
に
つ
い
て
は
、
川
端
新
「
院
政
初
期
の
立
荘

形
態
―
寄
進
と
立
荘
の
間
―
」（
前
掲
註
（
2
）
川
端
書
所
収
、
初

出
は
一
九
九
六
年
）
に
詳
し
い
。
相
馬
御
厨
に
つ
い
て
は
、
木
村
茂

光
・
樋
口
州
男
編
『
新
編
史
料
で
た
ど
る
日
本
史
事
典
』（
東
京
堂

出
版
、
二
〇
一
二
年
）
の
「
荘
園
公
領
制
の
展
開
」（
鈴
木
哲
雄
編
）

を
参
考
に
し
た
。

（
7
）�　

相
馬
（
布
施
）
御
厨
は
、
伊
勢
神
宮
領
で
あ
る
。
平
良
文
か
ら

代
々
相
伝
さ
れ
た
所
領
を
大
治
五
年
千
葉
常
重
（
平
経
繁
）
が
皇
大

神
宮
（
内
宮
）
に
寄
進
し
、
御
厨
と
し
て
成
立
し
た
（
前
掲
注

（
6
）
瀬
野
書
）。

（
8
）�　

前
掲
註
（
6
）
木
村
・
樋
口
書
「
荘
園
公
領
制
の
展
開
」。

（
9
）�　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
）
の
中
に
「
史
料
編
纂
所
所
蔵
荘
園
絵
図
模
本
デ
ー
タ
べ
ー
ス
」

が
あ
る
。
絵
図
模
本
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
以
外
に
解
説
や
荘
園
現
地
の

地
形
図
な
ど
の
関
連
情
報
も
掲
載
さ
れ
、
荘
園
絵
図
を
日
本
史
の
授

業
で
教
材
化
す
る
上
で
役
に
立
つ
。
詳
し
く
は
西
田
友
弘
「
画
像
に

み
る
日
本
史
教
材
―
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（『
歴

史
と
地
理
』
六
五
二
、
日
本
史
の
研
究
（
二
三
六
）、
二
〇
一
二
年
）

を
参
照
。

（
10
）�　

前
掲
註
（
6
）
瀬
野
書
「
桛
田
荘
」
お
よ
び
「
荘
園
絵
図
」、
木

村
茂
光
「
荘
園
と
村
落
」（
同
『
日
本
中
世
の
歴
史
1　

中
世
社
会

の
成
り
立
ち
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
11
）�　

前
掲
註
（
6
）
瀬
野
書
「
伊
作
荘
」
お
よ
び
「
荘
園
絵
図
」、
黒

田
日
出
男
「
領
主
の
争
い
と
荘
園
の
分
割
―
薩
摩
国
伊
作
荘
日
置
北

郷
下
地
中
分
絵
図
」（
小
山
靖
憲
・
佐
藤
和
彦
編
『
絵
図
に
み
る
荘

園
の
世
界
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
）。

（
12
）�　

代
表
例
と
し
て
鈴
木
哲
雄
「
中
世
社
会
像
の
再
構
成
を
め
ざ
し
て

─
歴
史
教
育
に
お
け
る
授
業
構
成
と
そ
の
内
容
」（
歴
史
学
研
究
会

編
『
歴
史
学
と
歴
史
教
育
の
あ
い
だ
』
三
省
堂
、
一
九
九
三
年
、
初

出
は
一
九
八
九
年
）、
同
「
中
世
社
会
の
成
立
─
荘
園
公
領
制
の
教

材
化
を
め
ぐ
っ
て
─
」（
歴
史
教
育
者
協
議
会
編
『
前
近
代
史
の
新

し
い
学
び
方
』
青
木
書
店
、
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
。
鈴
木
氏
は
、

一
九
九
六
年
論
文
の
参
考
文
献
で
荘
園
（
制
）
を
め
ぐ
る
議
論
の
流

れ
を
整
理
し
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

�

（
ひ
だ
か
・
か
つ
ひ
ろ
／
鹿
児
島
県
立
加
世
田
高
等
学
校
）


